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 大須賀さんは、若いときから料理や食品加工が好きで、

地域に昔から伝わるお菓子である「油菓子」と、以前か

ら周囲の人にも好評だった「あんこもち」に自信があり、

それらを主力商品として大須賀菓子店を始めました。

「あんこもち」は毎朝４時半に加工場に入って作り、そ

の日の朝に直売所へ運びます。「油菓子」は日持ちのする商品のため、週３～４日の半日でパー

ト従業員３～４名とともに作ります。「筆柿ペースト」は、「筆柿」が収穫される時期に大量に作

って冷凍庫でストックし、ソフトクリームの材料として卸したり、「油菓子」に入れて販売して

います。少人数制で気心の知れた友人たちをパート従業員として雇い、商品開発や価格の相談な

どをしながら進めているそうです。特に「油菓子」の商品開発においては、形、質感、材料の下

処理方法など、様々な検討が必要なため、農業大学校の研修会に参加するなど勉強にも余念があ

りません。 
 
 
 
 加工場が軌道に乗ると、農作業の方に時間が割けない

という農業関連の起業家が多い中、大須賀さんは「筆柿」

の栽培も手を抜きません。それどころか、園主が高齢化

して管理できなくなった筆柿畑の管理も請け負い、現在

では１町２反の筆柿畑の面倒をみているということで

す。３月までに行う剪定作業、定期的な除草、月に３回程度の農薬散布、そして収穫・選別作業。

アルバイトや手伝ってくれる人がいるとはいえ、女性一人には大変な重労働です。ほ場は整然と

綺麗に管理なさっていましたが、昨年は、カメムシとカイガラムシにより大きな被害が出たと話

していました。今年こそは利益が出るようしっかり管理したいと意気込み、剪定が丁寧になされ

ていました。 
 
 
 
 取材中に、「時代の流れを見極めて」という言葉が何度か出てき

ました。「祖先から受け継いだものはしっかり守っていかなければ

ならないが、執着するのではなく、時代とともに変化していかなけ

れば経営はできない」。この言葉を反映してか、大須賀さんの作る

「油菓子」は、50～60代の方々よりも 30～40代の若い世代のお客
さんが多いそうです。買ってくれるお客さんがおいしいと感じる味

を鋭く見極めてきた結果と考えられます。 
 農業と繊維業の両方を時代の流れに合わせて転換してきたこと、また、若いときから人件費や

運転資金と売上のバランス感覚が磨かれてきたことが、今回の起業と、儲かる経営につながって

いると感じました。 
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パート従業員との「油菓子」作り 

できたての「油菓子」（奥）

と「あんこもち」（手前）


